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（３） 数字で見る川崎区 
 

統計データやアンケート調査の結果から、川崎区の現状を見ていきます。 

  

 

 

 

 

多文化共生のまち 
 

外国人市民が市内で最も多く住んでいる区です。特に区役所管内では全人口

の 9.9％が外国人市民となっており、様々な国籍の人が暮らしています。 

 

ひとり暮らしが多いまち 
 

１世帯に住む人の数は平均で 1.83 人であり、市内で最も少なくなっています。

核家族化やひとり暮らし世帯の増加等に伴い、１世帯当たり人員は減少傾向が続

いています。 

 

高齢者が多いまち 
 

65 歳以上の人口割合が市内で２番目に高くなっています。また、ひとり暮らし

高齢者の数が市内で最も多く、男性の割合が多いことも特徴の１つです。 

 

昼間人口が多いまち 
 

市内で唯一、夜間人口より昼間の人口が多い区であり、事業所等への勤務など

で日中を川崎区で過ごす人が多くいます。また、自宅も職場も川崎区内という就

業者が半数を超えています。 

 

地区ごとに特徴があるまち 
 

川崎区は 10 の地域ケア圏域に分かれていますが、子ども・高齢者の割合や外

国人市民の人口、ひとり親の数などは地区ごとに異なり、各地区にそれぞれ特徴

があります。 

 

    川崎区の特徴 
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川崎区の人口は平 成30（2018）年から230,000人 程度 で推移し、令和５

（2023）年10月には231,030人となっています。 

将来人口は、令和12（2030）年をピークに減少過程に移行しますが、65歳以上人

口は令和32（2050）年まで増加を続けると推計されています。【図表１】 
 

世帯数は令和５（2023）年10月には126,180世帯まで増加し、１世帯当たり人

員は1.83人となっており、減少傾向が続いています。【図表２】 
 

図表１ 人口推計：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計情報「年齢別人口」（各年 10 月１日現在） 

四捨五入をしているため、総人口は合計と一致しない場合がある。 

令和７年以降は「川崎市総合計画第３期実施計画の策定に向けた将来人口推計（更新版）」 

（令和４年２月 川崎市総務企画局）による。 

 
 

図表２ 世帯数と１世帯当たり人員の推移：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計情報「川崎市の世帯数・人口」（各年 10 月１日現在）  
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令和４（2022）年の転出入の状況は転入・転出ともに20歳代が最も多く、約

2,000人の転入超過となっています。また、65歳以上の転出超過数は市内で最も多

く177人となっています。【図表３】 
 

図表３ 年齢階級別移動人口：川崎区（令和４年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計情報「川崎市の人口動態」（令和４年） 

※社会増減…住民の転入から転出を差し引いた人数 

 

 

 

 

 
 

区役所を利用する外国人市民の利便性向上や、来庁理由を適切に把握して担当窓口に

引き継ぐことなどを目的として、川崎区役所では総合案内に英語・中国語に対応できる人材

を配置し、窓口案内や相談対応を行っています。また、「翻訳アプリ」や「川崎市国際交流協

会の外国人相談窓口につながるタブレット端末」などを活用し、英語・中国語以外の言語に

ついても対応しています。 

このほか、保育園等の入所相談や新生児訪問、乳幼児健診などの際、子育て支援機関か

らの申請により、日本語に不慣れな子どもと保護者に対する通訳・翻訳の支援を行っていま

す。通訳・翻訳を行うのは登録いただいたボランティアですが、区主催の交流会等により、区

内の子育てに関する情報提供やボランティア同士での情報交換を行うことで、地域の実情に

合った支援につなげています。 
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多文化共生 
 

外国人市民人口は、令和５（2023）年９月末は17,929人となっており、令和元

（2019）年９月末の16,513人から約1,400人の増加となっています。総人口に占

める割合は市内で最も高く、7.7％となっています。【図表４-１】 
 

図表４-１ 外国人市民人口の推移と総人口に占める割合：区別 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計情報「管区別年齢別外国人住民人口」（各年９月末日現在） 

総人口は「町丁別年齢別人口」（令和５年９月末日現在） 

 

図表４-２ 川崎区地区別 

特に区役所管内では総人口

の9.9%と高い割合になってい

ます。【図表４-２】 
 

また、アジアをはじめとして

様々な国籍を持つ人が住んで

います。【図表５-１、５-２】 

 

図表5 外国人市民の国籍別人口：川崎区（令和５年） 
 

 

 

単位：人 

区役所管内 大師支所管内 田島支所管内 

中国 4,550 中国 1,233 韓国・朝鮮 1,069 

韓国・朝鮮 1,337 ベトナム 900 中国 647 

ベトナム 1,080 韓国・朝鮮 652 フィリピン 506 

フィリピン 918 フィリピン 604 ベトナム 393 

インド 593 ブラジル 238 ブラジル 185 

ネパール 550 ネパール 125 ペルー 100 

台湾 195 インドネシア 111 インドネシア 84 

その他 978 その他 592 その他 289 

計 10,201 計 4,455 計 3,273 

 

 

資料：川崎市統計情報「外国人国籍地域別統計」（令和５年９月末日現在）  
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子育て 
 

出生数、合計特殊出生率★ともに減少、低下傾向にあり、令和２（2020）年の合計

特殊出生率は市の1.22を下回り、0.99となっています。【図表６，７】 
 

図表６ 出生数の推移：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計書（各年次）                        資料：神奈川県衛生統計年報（各年次） 

 

★合計特殊出生率：15 歳から 49 歳までの女性の年齢別
出生率を合計したものであり、一人の女性が一生に産
む子どもの数に相当します。 

 

 

令和４（2022）年度の児童虐待相談・通告件数は、1,270件となっており、令和元

（2019）年度から239件増加しています。【図表８】 
 

図表８ 児童虐待相談・通告件数受付状況（区役所・児童相談所合計）：区別 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市こども未来局「令和４年度 川崎市における児童虐待相談・通告件数について」 

 

 

 

  

図表７ 合計特殊出生率の推移 
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高齢者 
 

65歳以上の高齢者人口の割合は市内で２番目に高く、令和５（2023）年９月末に

は22.2％となっています。３地区別に見ると、田島支所管内の高齢化率が25.0％と

最も高く、約４人に１人が高齢者となっています。【図表９-1，９-2】 
 

図表９ 年齢３区分別人口構成：区別・川崎区地区別（令和５年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計情報「町丁別年齢別人口」（令和５年９月末日現在） 

※構成割合は小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100.0％にならない場合がある。 

 

令和２（2020）年の国勢調査では、川崎区のひとり暮らし高齢者数は13,385人

と市内で最も多く、高齢者人口の26.9％となっています。【図表10】 

また、他区と比べて、男性のひとり暮らし高齢者の割合が高くなっています。【図表

11】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：国勢調査                             資料：国勢調査  
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男女別構成：区別（令和２年） 
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令和２（2020）年の国勢調査では、川崎区の高齢夫婦世帯★数は7,497世帯で、

平成17（2005）年から1,339世帯増加しています。【図表12】 
 

また、一般 世帯（122,879世帯）のうち、65歳以上 の高齢 者のいる世 帯は

34,722世帯で、約28％を占めています。【図表13】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：国勢調査                                  資料：国勢調査 

 

★高齢夫婦世帯：夫 65 歳以上、妻 60 歳以上の夫婦のみの世帯 

 

 

介護保険の要介護・要支援認定高齢者数はおおむね増加傾向にあり、令和４

（2022）年３月末時点で11,119人となっています。【図表14】 
 

図表14 要介護等認定高齢者数の推移：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計書（各年３月末日現在）（第１号被保険者の要介護・要支援認定者数） 
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図表 12 高齢夫婦世帯数の推移 
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本市の認知症高齢者数は、令和７（2025）年に７万人を超え、市の高齢者の約５人

に１人が認知症であると推計しています。【図表15】 
 

図表15 【参考】認知症高齢者数の推計：市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金特別

研究事業 九州大学二宮教授）から作成 

※この推計は、令和２年国勢調査をベースに、本市総務企画局が令和４年２月に公表した「川崎市総合計画第３期実施

計画の策定に向けた将来人口推計について」に認知症有病率を乗じて算出したものであり、認知症有病率に軽度認

知障害（ＭＣＩ）は含まれない。 

 

 

 

 

 
 

「自分が、家族が、身近な仲間が…」。自分や大切な人が認知症になることを想像してみ

ましょう。認知症になると「できなくなること」が注目されがちですが、認知症の多くは進行性

であり、早期に気づくことで進行を遅らせ、将来のために備えることができます。認知症になっ

ても、ちょっとしたサポートがあれば「これまで通りできること」もあります。 

認知症を正しく理解し、自分のできる範囲で認知症の人やその家族を応援するのが  

「認知症サポーター」です。認知症サポーターになるための養成講座は区役所で開催してい

るほか、地域の集まり、学校、企業等に講師が出向いて実施することもできます。認知症は誰

もがなる可能性のある病気です。身近な人が認知症になっても、住み慣れた地域で安心して

生活を続けられるよう、認知症サポーターとして家族や地域を見守ってみませんか？ 
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身近な人が認知症になったら 
～認知症サポーター～ 

コラム 
４ 

認知症サポーターを養成する活動「認知症  
サポーターキャラバン」のマスコットキャラクター。 
「ロバのように、急がず一歩一歩着実に進んで
いこう」という意味が込められています。 

ロバ隊長 
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障害者 
 

障害者数は、令和３（2021）年度末で身体障害者手帳所持者数が7,244人、知的

障害者数※が2,157人、精神障害者保健福祉手帳所持者数が2,507人、自立支援医

療（精神通院医療）★受給者数は4,420人となっています。知的障害者数、精神障害

者数は増加傾向にあります。【図表16】 
 

図表16 障害者数の推移：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計書、川崎市健康福祉年報（各年度末） 

※知的障害者数は判定のみ受けて手帳を所持していない者も含む。 

 

★自立支援医療（精神通院医療）：精神疾患のために継続的な通院による治療を受ける場合の医療費
の負担軽減を図る制度です（ただし所得制限があります）。 

 

 

 

 
 

民生委員児童委員は、地域の皆さんの安全・安心な暮らしを支えているボランティアです。

「ひとりでの子育て、つらいな」、「親の介護、疲れたな」、「隣のおじいさん、最近見ないけど

大丈夫かな」など、日常生活での困りごとや心配ごとに対する身近な相談相手であり、「つな

ぎ役」として、その人に合った支援先を紹介しています。 

こうした活動を子どもたちにも知ってもら

うため、川崎区民生委員児童委員協議会

では、地域の小学生が民生委員児童委員

の活動を体験する「子 ども民生委員」の  

取組を行っています。活動に参加して民生

委員児童委員への理解を深めるとともに、

様々な人と出会うことで、地域共生社会に

ついて考えるきっかけになっています。 
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地域の身近な相談相手 
～民生委員児童委員～ 

コラム 
５ 

参加した小学生の声 

子ども民生委員をやって、いろいろな人と 

関わってみたいと思い参加しました。最初は

緊張したけど、自分で作ったクリスマスツリー

とメッセージカードをプレゼントして喜んでく

れたのが嬉しかったし、おじいちゃん・おばあ

ちゃんとおしゃべりできて楽しかったです。 
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地域活動 
 

町内会・自治会等への加入率は低下傾向にあり、令和４（2022）年度は加入率

52.1％となっています。【図表17】 
 

図表17 町内会・自治会等加入状況の推移：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計書（各年度４月１日現在） 

 

民生委員児童委員の１委員当たり受持ち世帯数は、区役所管内で増加傾向となっ

ています。【図表18】 
 

図表18 民生委員児童委員の受持ち世帯数の推移：川崎区地区別 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：川崎市統計書（各年度４月１日現在） 

 

高齢者が増加している一方で、老人クラブの会員数は減少傾向となっています。

【図表19】 
 

図表19 老人クラブ加入状況の推移：川崎区 
 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計書（各年度４月１日現在）  
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安全・安心 
 

令和４（2022）年の交通事故発生件数は573件と、市内で最も多くなっています。

そのうち自転車関係事故は244件と全事故の42.6％を占め、前年より32件の増加

となっています。【図表20】 
 

図表20 自転車関係事故発生件数：区別（令和４年） 
 

単位：件 

 川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 

全事故 573 279 274 407 356 373 330 

自転車事故 244 107 104 119 78 122 91 

 対前年増減数 ＋32 ＋7 ＋13 －21 ＋8 －48 ＋23 

 構成率 42.6％ 38.4％ 38.0％ 29.2％ 21.9％ 32.7％ 27.6％ 

 
資料：神奈川県「市区町村別自転車関係事故発生状況」 

 

 

「令和元年東日本台風（台風第19号）」は神奈川県を通過し、多くの地点で記録的

な大雨となり、市にも甚大な被害をもたらしました。川崎区でも床上・床下浸水を合

わせて100棟以上の被害となりました。【図表21】 
 

図表21 住家浸水被害発生状況：川崎区 
 

単位：棟 

 
平成 

25 年度 

 

26 年度 

 

27 年度 

 

28 年度 

 

29 年度 

 

30 年度 

令和 

元年度 

 

２年度 

 

３年度 
合計 

床上 0 28 0 14 0 0 83 0 0 125 

床下 10 22 0 35 0 0 29 0 0 96 

 
資料：川崎市危機管理本部危機管理部「川崎市の災害概要」 

※令和元年度については、発行済みの罹災証明書の件数単位 

 

  



 

57 

序
章 

川
崎
市
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て 

第
１
章 

川
崎
区
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て 

第
２
章 

第
７
期
川
崎
区
地
域
福
祉
計
画
の
概
要 

資
料
編 

暮らし 
 

令和２（2020）年の国勢調査では、夜間人口100人当たりの昼間人口を示す昼夜

間人口比率は、川崎区は117.3と市内で唯一100を超え、昼間人口が夜間人口を上

回っています。【図表22】 
 

図表22 昼夜間人口比率：区別 
 

 
令和２年 

昼夜間人口比率 

②÷①×100 

①夜間人口（人） ②昼間人口（人） 平成27年 令和２年 

川崎市 1,538,262 1,285,285 84.9 83.6 

川崎区 232,965 273,373 121.4 117.3 

幸区 171,119 165,154 100.2 96.5 

中原区 263,683 208,997 82.1 79.3 

高津区 234,328 178,786 75.3 76.3 

宮前区 233,728 159,518 66.9 68.2 

多摩区 221,734 159,672 75.3 72.0 

麻生区 180,705 139,785 76.0 77.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和４年版 川崎市統計データブック（国勢調査） 

※①夜間人口（常住地による人口）：調査時に調査の地域に常住している人口 

②昼間人口（従業地・通学地による人口）：従業地・通学地集計の結果を用いて、次により算出された人口で、買物客

など移動については考慮していない。 

昼間人口＝夜間人口－通勤や通学で出ていく人口（流出人口）＋入ってくる人口（流入人口） 

※総務省の公表した「平成 27 年国勢調査に関する不詳補完結果」及び「令和２年国勢調査に関する不詳補完結果」によ

る。 
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令和２（2020）年の国勢調査では、川崎区に住んでいる就業者の通勤地は、自宅

と自区内を合わせると５割を超え、仕事の場と生活の場が一致している典型的な「職

住一致型」となっています。【図表23】 
 

図表23 川崎市に常住する就業者の通勤地：区別（令和２年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：川崎市の住宅事情２０２１ （国勢調査） 

※１ 県内＝県内他市町村－横浜市  ※2 その他＝他県－東京都 

 

 

令和３（2021）年度の生活保護★を受けた人の数は9,741人と、市内で最も多く

なっています。【図表24】 
 

図表24 生活保護の状況（実人員）：区別（令和３年度） 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計書（令和３年度月平均。実人員には保護停止中を含む。） 

 

★生活保護：生活保護とは、家計を支えていた人が亡くなったり、病気やケガ、高齢や障害など何らか
の事情により収入が途絶えたりして生活が困難となった場合、その困窮の程度に応じて必要な保護
を行い、最低限度の生活を保障するとともに、その自立の手助けをすることを目的とした制度です。
健康で文化的な最低限度の生活を行う権利は日本国憲法に定められています。 
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地区ごとの統計データ 
 

令 和 ５ （ 2023 ） 年 ６ 月 末 現 在 、 川 崎 市 の 人 口 は 1,528,918 人 、 世 帯 数 は

787,030世帯、川崎区の人口は233,274人、世帯数は131,987世帯です。 

川崎区のうち、地区人口が最も多いのは中央第二地区、次いで小田地区となって

います。０～14歳人口割合は小田地区が31,964人中3,824人で12.0％と最も高

く、65歳以上人口割合は田島地区が23,856人中6,414人で26.9％と最も高く

なっています。 

川崎区のうち、世帯数が最も多いのは中央第二地区、次いで中央第一地区となっ

ています。【図表25】 
 

図表25 人口と世帯数（令和５年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央第一 中央第二 渡田 大島 大師第一 大師第二 大師第三 大師第四 田島 小田 

０～14歳 

人口割合 
10.3% 7.6% 10.0% 10.5% 10.6% 11.4% 10.7% 11.9% 9.1% 12.0% 

15～64歳 

人口割合 
74.7% 72.3% 63.9% 64.2% 65.6% 65.1% 70.7% 67.3% 64.0% 63.9% 

65歳以上 

人口割合 
15.0% 20.0% 26.1% 25.3% 23.9% 23.5% 18.6% 20.9% 26.9% 24.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：川崎市統計情報「町丁別年齢別人口」（令和５年６月末日現在） 

  

2,943 2,520 1,864 1,997 2,370 2,210 2,043 2,063 2,172 3,824 

21,378 23,836

11,921 12,188
14,720

12,612 13,463 11,695
15,270

20,416 

4,285

6,604

4,863 4,792

5,364

4,547 3,546
3,630

6,414
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32,960
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31,964

0
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35,000

（人）

0～14歳人口 15～64歳人口 65歳以上人口

地区人口
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21,123

10,512 10,434
12,282

10,224 10,625
9,081

13,522

16,487

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
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（世帯）

世帯数
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令和２（2020）年現在、川崎市の外国人市民の人口は38,482人、川崎区は

13,134人です。 

川崎区のうち、外国人市民の人口が最も多いのは中央第一地区で、地区人口に占

める割合は11.0％となっています。【図表26】 
 

図表26 外国人市民の人口（令和２年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

 

令和２（2020）年現在、川崎市のひとり親と18歳未満の子どもから成る世帯数は

11,560世帯、川崎区は2,023世帯です。 

川崎区のうち、ひとり親と18歳未満の子どもから成る世帯が最も多いのは小田地

区、次いで田島地区となっています。18歳未満の世帯員のいる一般世帯に占める割

合は田島地区が1,740世帯中280世帯で16.1％と最も高くなっています。【図表

27】 
 

図表27 ひとり親と子ども（18歳未満）の世帯（令和２年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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（人）

外国人市民の人口 地区人口に占める割合

（％）
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149
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203 

161 
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169 
192 

132 

166 
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(8.0%) (9.6%)

(12.2%)

(14.0%)

(9.9%)
(12.3%)

(8.2%)

(9.6%)

(16.1%)

(11.5%)

2,325 2,109 1,317 1,449 1,704 1,555 1,606 1,726 1,740 2,873

0
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中央第一 中央第二 渡田 大島 大師第一 大師第二 大師第三 大師第四 田島 小田

（世帯）

男親と子どもの世帯

女親と子どもの世帯

ひとり親と子どもの世帯総数

（18歳未満世帯員のいる一般世帯における割合）

18歳未満の世帯員のいる一般世帯数
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令和２（2020）年現在、川崎市のひとり暮らし高齢者世帯数は66,075世帯、川

崎区は13,385世帯です。 

川崎区のうち、ひとり暮らし高齢者世帯が最も多いのは中央第二地区、次いで小田

地区となっています。一般世帯に占める割合は田島地区が12,500世帯中1,718世

帯、大島地区が9,702世帯中1,334世帯で13.7％と最も高くなっています。【図表

28】 
 

図表28 ひとり暮らし高齢者の世帯（令和２年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 
川崎市では、民間事業者と連携し、配達や配送など日常の業務の中で住民の異変に気

づいた場合に、事業者から区役所に連絡をもらう見守り活動を行っています。地域全体で見

守る体制を確保し、誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるよう支援しています。 

※市内登録事業者：訪問型６６社、店舗型２１社（令和５年 10 月１日現在） 
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(13.2%) (13.7%) (11.1%)

(11.2%)
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中央第一 中央第二 渡田 大島 大師第一 大師第二 大師第三 大師第四 田島 小田

（世帯）

男性のひとり暮らし高齢者世帯

女性のひとり暮らし高齢者世帯

ひとり暮らし高齢者世帯総数

（一般世帯における割合）

一般世帯数

身近な見守り広がっています 
～地域見守りネットワーク事業～ 

コラム 
６ 

協力事業者の声 

ご注文の商品を決まった曜日・時間に同じ担当者が

届け、お客様と対面で商品を手渡しすることで、変化

にいち早く気づきます。宅配を通じて、皆様の健康に

寄り添っています。 
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第６回地域福祉実態調査の主な結果 
 

地域における生活課題を明らかにし、第７期地域福祉計画の策定に必要な基礎資

料を得ることを目的として実施した調査です。 

【川崎区での実施状況】  対 象 者 １８歳以上の区内在住者1,000人 

  抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為抽出 

  調 査 方 法 郵送配付・郵送回収 

  調 査 期 間 令和４（2022）年11月～令和４（2022）年12月 

 有効回収数 303人 

 

 

1 助け合いをすることができる「地域」の範囲はどの程度？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 その「地域」での生活で問題だと感じることは？（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q 

34.3 

30.7 

26.7 

17.8 

15.2 

12.9 

8.6 

7.3 

5.6 

4.0 

4.0 

26.1 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域防犯・防災に関する問題

高齢者に関する問題

子どもに関する問題

地域のつながりに関する問題

適切な情報が得られない、あることを知らない人がいる

障害児・者に関する問題

健康づくりに関する問題

家庭不安や心配ごとを誰にも相談できない人がいる

地域活動や団体活動を行う拠点や場所がない（足りない）

地域での活動・資源に関する問題

その他

特に問題だと感じていることはない

無回答
n=303人

Q 

地域での活動 

「地域防犯・防災」、「高齢者」に関する問題が３割を超える。 

※選択肢の一部を簡略化している。 

29.0 

42.9 

9.2 

2.6 

4.6 

2.6 

1.0 

3.3 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

隣近所程度

町内会・自治会程度

小学校区程度

中学校区程度

お住まいの区内程度

川崎市内程度

それ以上

その他

無回答
n=303人

「町内会・自治会程度」が約４割、「隣近所程度」が約３割 
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3 参加したことがある地域活動やボランティア活動は？（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4 どのような状況になれば参加したいと思うか（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.1 

16.2 

10.9 

5.9 

5.0 

4.3 

3.0 

3.0 

2.6 

2.3 

2.0 

1.3 

1.3 

0.0 

1.7 

17.8 

44.2 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

町内会・自治会に関する活動

お祭りやイベントに関する活動

環境美化（ゴミ拾いなどを含む）に関する活動

スポーツ（運動会などを含む）に関する活動

子育てに関する活動

文化・芸術に関する活動

健康づくりに関する活動

高齢者に関する活動

地域安全に関する活動

社会福祉協議会に関する活動

障害児・者に関する活動

医療に関する活動

自分のスキル（能力や技能）を活かした活動

オンラインでの活動

その他

今は参加していないが条件が整えば参加したい

参加したことがない

無回答

n=303人

Q 

「参加したことがない」 

が４割を超えるが、「条件

が整えば参加したい」人

も 17.8％いる。 

Q 

35.8 

35.1 

32.8 

21.6 

14.9 

3.7 

3.0 

3.0 

5.2 

14.2 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

興味を持てる活動があれば

活動する時間ができれば

きっかけがあれば

身近に活動グループや仲間がいれば

体力や健康に自信があれば

家族や職場の理解が得られれば

オンライン等を活用した活動であれば

ボランティア活動に参加していることが評価されるようになれば

その他

地域活動やボランティア活動はしたくない

無回答

n=134人

「興味を持てる活動」、「活動する時間」、「きっかけ」があれば 

参加したいと思う人が上位 
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5 日常生活が不自由になったとき、地域の人に手助けしてほしいこと 

は？                                 （３つまで） 
 

6 地域の人が安心して暮らせるよう、地域の支え合いとして、 

自身ができることは？                      （３つまで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全・安心 

38.0 

35.3 

33.0 

24.4 

10.6 

8.9 

6.9 

6.3 

5.9 

3.0 

0.3 

4.0 

11.6 

7.9 

49.8

5.9

32.0

31.7

8.6

12.5

14.5

4.0

7.3

4.3

2.6

2.3

12.9

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

安否確認の見守り・声かけ

炊事・洗濯・掃除などの家事

災害時の手助け

ちょっとした買い物

外出の付き添い

ごみ出し・雨戸の開け閉め

趣味など世間話の相手

子どもの預かり

子育て・介護などの相談相手

電池交換や簡単な大工仕事

草むしり、冷蔵庫内の整理

その他

特にない

無回答

してほしいこと

自身ができること

Q 

Q 

n=３０３人 

してほしいこと・できることともに「安否確認の見守り・声かけ」

が最も多い。 

一方、「炊事・洗濯・掃除などの家事」は、してほしい人が３割以

上に対して、できる人が 5.9％ 
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7 地域での見守りの取組として、有効だと思うのは？（５つまで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 大規模災害が発生すると重要となる、地域住民同士での助け合いの

ために、普段からどのような活動をする必要があるか？（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.9 

32.7 

25.1 

25.1 

23.8 

23.4 

23.1 

18.8 

15.5 

13.2 

1.7 

4.3 

12.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域住民による見守り訪問、声かけ運動、友愛訪問など

電気、ガス、水道の検針や新聞や牛乳配達を活用した見守り

民生委員児童委員による見守り

地域包括支援センター等による生活実態の把握

弁当の配食時に安否確認する取組

ごみ収集（ごみ出しが困難な高齢者等への支援等）確認

児童の登下校時の見守り

会食会、コミュニティ・カフェ、サロンなどで地域交流を深める

定期的な電話や傾聴等の話し相手

身近な地域で開催される運動や体操など

その他

特にない

わからない

無回答

n=303人

Q 

66.0 

64.0 

59.1 

29.4 

25.4 

22.4 

17.2 

11.9 

5.3 

7.6 

1.0 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

地域の避難所を知っておく

近所の人と挨拶をする程度の関係をつくっておく

ハザードマップなどで地域の危険な場所を知っておく

地域で用意している救助資材の内容や管理場所を知っておく

避難するのに支援が必要な人を把握しておく

防災訓練に参加する

住民同士で家族構成・要介護度など、ある程度知っておく

地域で主体的に防災につながる活動を行う

ボランティア活動への参加

わからない

その他

無回答

n=303人

Q 

「地域住民による見守り訪問、声かけ運動など」が最も多い。 

災害時に備えて、「避難所を知っておく」、「近所の人と挨拶をする

程度の関係づくり」、「危険な場所を知っておく」ことが上位 
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9 保健や福祉の情報をどこから入手していますか？（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 地域福祉を推進するために、市民が取り組むべきことは？ 

（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q 
地域福祉の推進 

51.8 

26.7 

23.1 

15.8 

15.2 

14.2 

5.9 

4.6 

3.3 

2.3 

1.7 

0.7 

6.6 

3.3 

0% 20% 40% 60%

市の広報

インターネットのホームページ

町内会・自治会の回覧板

チラシ・パンフレット

新聞・テレビ

友人・知人

区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）

学校

近隣

社会福祉協議会

団体等の広報紙等

民生委員児童委員

その他

無回答
n=303人

Q 

35.6 

35.3 

25.7 

22.4 

19.8 

4.6 

7.3 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族以外の人で、身近に困りごとなどを

相談できる人を増やすこと

地域での交流などを通して、住民同士の

助け合いの意識を向上させること

地域で困っていることや自分ができることを

知らせる情報が集まる場をつくること

地域の課題や問題に主体的に取り組むボランティアや

地域で活動する人を増やすこと

住民同士が自ら地域課題の把握やその解決方法を

探るための話し合いの機会をつくること

その他

特に取り組むべきことはない

無回答

n=303人

保健や福祉の情報は 

主に「市の広報」から。 

「ホームページ」から 

入手する人も 26.7％ 

「身近に相談できる人を増やす」、「地域交流などで住民の 

助け合いの意識向上」に取り組むべきと考える人が多い。 
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11 地域福祉を推進するために、行政が取り組むべきことは？ 

（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 地域包括ケアシステムにおいて市民一人ひとりに期待される行動

（自らの健康管理、近隣住民との交流、地域活動への参加など） 

を行っているか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q 

49.0 

41.3 

40.9 

37.1 

30.5 

30.1 

17.4 

3.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サービスが利用できない、結びつかない人への対応の充実

行政からの一元的な情報提供、相談の場づくり

福祉サービスを適切に利用することができるような

評価や内容の情報開示

ボランティアや地域で活動する地域福祉を担う人材の育成

市民への意識調査や団体アンケート、聞き取りなどによる

地域課題やニーズの把握

地域の自主的活動と行政サービスの連携強化

ワークショップや地域交流会などによる地域の課題等を

共有する場・機会の提供

その他

無回答

n=303人

行政には「サービスが利用できない、結びつかない人へ

の対応の充実」を求める声が最も多い。 

2.6 

2.3 

56.4 

26.7 

12.0 

0% 20% 40% 60%

定期的に行っている

たまに行っている

行っていないが、機会があれば行いたい

行っていないし、関心もない

無回答 n=266人

地域包括ケアシステムにおいて期待される行動を 

「機会があれば行いたい」が 56.4％ 

※地域包括ケアシステムについて、「聞いたことがない」、「聞いたことはあるが内容は

知らない」、「内容はおおむね知っているが、何をしたらよいかわからない」と答えた

人（３０３人中２６６人）による回答 

Q 
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カワハル企画部は、若者が地域で発表できる機会をつくるべく集まった団体です。現在は、

大学生 6 人、高校生 2 人で「かわさき春の文化祭」の企画運営を行っています。「かわさき

春の文化祭」では、川崎の若者の作品を募集して展示するほか、来場者で寄せ書きをする

コーナーなど、様々なワークショップが体験できます。 

一緒に活動するメンバーも随時募集していますので、同世代でつながれる何かをしたいと

思っている方は、お気軽に教育文化会館までご連絡ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

地域福祉実態調査では、アンケート調査のほか、福祉活動を行っている団体へのヒアリン

グ調査も行いました。川崎区では独自に、地域福祉計画推進会議の委員もヒアリング調査に

同行し、現状・課題などについて情報共有や意見交換を行いました。 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

  

 

子育て支援機関を見学して、地元の町
内会との連携が深まっていくと、人材の
面も含めてより広範な活動に結びつくの
ではないかと感じた。もっと町内会を活
用してもらえれば良いと感じた。 

（町内会関係者） 

地縁組織を見学して、自分を振り返ってみ
ると、町内会には入っているが、町会費を
払うだけだった。町内会の現状などいろい
ろな話を聞けて、とても勉強になった。 

（相談機関関係者） 

特定非営利活動法人を見学して、地域
をうまく活かした形で多世代での交流を
持たせている点がとても参考になった。 

（相談機関関係者） 

社会福祉法人を見学して、地域に密着し
た形で、みんなで一生懸命考えながら事
業を進めている点に非常に感銘を受け
た。こうした活動は地域の輪をつなげるの
に重要だと思う。 

（医療関係者） 

若者が発表・交流できる機会をつくりたい！ 
～カワハル企画部～ 

地域福祉実態調査（団体ヒアリング） 

同行した委員の感想 

コラム 
7 

コラム 
８ 
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（４） 川崎区民が 100 人とすると・・・ 
 

※このページの数値はすべて、おおよその数で表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和２年国勢調査、川崎市統計情報 

  

人は 65 歳以上の高齢者です 

そのうち 人はひとり暮らし高齢者です 

人は 14 歳以下の子どもです 

そのうち 人は５歳以下の子どもです 

人は外国人市民です 

人が川崎区に転入してきます（１年間） 

人が川崎区から転出していきます（１年間） 
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第７期計画に向けて 

 

第６期計画で実施した取組を振り返るとともに、区の特色や様々な課題等を踏まえ、

第７期計画に向けてポイントを整理しました。 

第６期計画で実施した取組 

【基本目標１】つながりをみんなで育てる地域づくり 

●ほほえみ元気体操等の健康づくりの取組や、介護予

防・認知症予防等の講演会・出前講座等の実施 

●まちの縁側活動団体、子育てサロン・子育てグループ、

健康づくり・介護予防グループ等の地域団体や関係

機関等と連携した居場所づくり 

●町内会・自治会、民生委員児童委員、健康づくりボラ

ンティア等の多様な主体と連携した地域活動の支援 

●出前講座やキャラクター作成等による地域包括ケアシステムの普及啓発 

 

【基本目標２】安心して暮らせる地域づくり 

●川崎区地域保健福祉かわら版（ぽかぽか通信）の子

ども版による学齢期の児童を対象とした情報発信 

●ホームページ・申込みフォーム・アプリ等を活用した子

育て世代へのタイムリーな情報発信 

●外国人市民に向けた多言語での情報発信 

●多種多様な相談に対する相談支援や、いろいろな課

題を抱える人への支援の拡充 

●生活保護制度における就労自立支援、小・中学生の学習支援の実施 

●ボランティア養成講座等の開催による、保健・福祉に関わる人材の育成と活動支援 

 

【基本目標３】見守り・支え合いのネットワークづくり 

●地域包括支援センター、障害者相談支援センター、社

会福祉協議会等の様々な関係機関と連携した横断

的な支援体制の構築 

●町内会・自治会、PTA、民間事業者等との連携による

子どもや高齢者の見守り活動 

●地域活動の先進的な事例の共有と地域特性に応じた

地域づくりの推進 

●市民活動団体や民間企業と連携した地域課題の解決、協働によるまちづくりの推進 

ぽかぽか通信（子ども版） 

まちの縁側 

こども総合支援ネットワーク会議 
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課題から考える第７期計画のポイント 

 

第６期計画からの継続課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７期計画の策定に向けて考慮すべき課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

必要な人に必要な情報が届くよう、受け手の特性に応じた様々な手法

による効果的な情報発信が必要 

自助・互助などの行動を「機会があれば行いたい」と考える人がいるこ

とから、自助・互助の取組への参加につなげるため、様々な活動を入口

として地域包括ケアシステムの普及啓発が必要 

 
高齢者が増え、要介護・要支援認定高齢者も増加傾向であることから、

健康づくりや介護予防の普及啓発が必要 

 
災害発生等の有事を見据えて、災害を我が事として捉えることがで

きるような啓発が必要 

 

地域包括ケアシステムの認知度は依然として低いことから、幅広い世代に

対するさらなる普及啓発が必要 

認知症高齢者が増加しており、認知症の正しい理解と成年後見制度の

普及啓発が必要 

情報の真偽の見極めが難しいインターネットにより福祉の情報を得る人が

増えていることから、行政による正確な情報発信が必要 

地震や大規模風水害等の災害発生時に市民が適切な対応ができるよう、

地域の防災力の向上が必要 

自転車関係事故の発生件数が市内で最も多い（他区の約２倍）ことから、

交通ルールの啓発が必要 

第７期計画のポイント 

 情報発信や普及啓発による健康で安心して過ごせる 

ための意識づくり 
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第６期計画からの継続課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

第７期計画の策定に向けて考慮すべき課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

誰もが集い・つながる活動や居場所がある地域づくり 

 

 

 

 

 

一人ひとりが自分自身の健康に目を向け、できることに取り組んでいく

ために、誰もが参加しやすい健康づくり等の場の提供が必要 

第７期計画のポイント 

地域活動に参加したことがない人が５割近くいることから、地域活動

への参加のきっかけづくりや活動団体の支援が必要 

若い世代の転入者や集合住宅に移り住む人が多く、隣近所とのつきあ

いが希薄になりがちなことから、交流の場づくりが必要 

 
地域活動への参加促進や認知症高齢者の支援のため、地域活動の担い

手や認知症に関する知識や理解を持つ人材の育成が必要 

 

新型コロナの影響で、交流の機会の減少、高齢者の体力・生活機能の低

下、親子双方のストレスの増加などが見られることから、休止した活動の

再開を含めた各種活動の支援が必要 

興味を持てる活動やきっかけがあれば地域活動に参加したいと思う人が

一定数いることから、既存の活動の支援だけでなく、新たな活動の立ち

上げ支援や市民のアイデアを実現するための支援が必要 

多世代交流の場が減少しているので、世代を超えて集まれる場づくり

が必要 

高齢化や担い手不足を解消し、地域での発信や活動を主体的に行うため

の人材育成が必要 

区内の外国人市民人口は引き続き市内で最も高く、国籍等の多様化が進

んでいることから、外国人市民への適切な情報発信や交流の場づく

り、日本語に不慣れな子どもや保護者に対する支援が必要 

外国人市民が多く、必要な情報が届かずに、相談支援の枠から外れた

人や地域から孤立している人、経済的に困っている人などがいることか

ら、外国人市民が相談しやすい体制の整備や国籍等に関係なく交

流できる場づくりが必要 
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第６期計画からの継続課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

第７期計画の策定に向けて考慮すべき課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

多様化・複雑化している生活課題に対応するためには、区民、活動団

体、事業者、行政等が地域を基盤に横断的につながり、連携して

必要な支援につなげることができる仕組みづくりが必要 

第７期計画のポイント 

児童虐待相談・通告件数は増加傾向であり、子どもたちの育ちを地域

全体で見守り、支援につなげる仕組みのさらなる整備が必要 

ひとり暮らし高齢者や障害のある人が増加しており、災害時の要援護者

の避難への対応が課題であることから、高齢者・障害者の支援機関

の連携や医療、介護、福祉の連携の強化が必要 

 
地域で問題だと感じていることについて、「防犯・防災」、「高齢者」、「子

ども」が上位にあり、地域を幅広く見守る体制の強化が必要 

 

課題の多様化・複合化がますます進んでおり、区の中での仕組みづくり

と支援機関による横断的な支援が必要 

専門職間のつながりが弱く、他分野の機関の情報を把握しづらい場合があ

ることから、支援者同士による情報共有や連携の強化が必要 

つながりの輪から漏れた人を見つけるため、多様な主体が連携した地域

での見守りやつながりづくりが必要 

川崎区は企業や団体が多く、様々な分野の人材が集まっていることから、

企業等と連携した地域づくりが必要 

地域の課題を解決するために、それぞれの団体の特徴を活かした支援

体制づくりが必要 

 川崎区に関わるすべての人が連携していきいきと 

暮らせる仕組みづくり 
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富士見公園は昭和 15（1940）年に本市で最初に誕生した都市公園で、古くから市民の

憩いの場やスポーツ・文化・レクリエーション活動の拠点として親しまれてきました。令和５

（2023）年４月からは、“多様な施設で多様な人が交わり、みんなが成長できる公園

「FUJi-MiX」”をコンセプトとして、公園の再編整備工事が行われています。生まれ変わる富

士見公園を舞台に、「ひと」「こと」「まち」が交差し、新しい価値を創造します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生まれ変わります！ 都会のオアシス「富士見公園」 

コラム 
９ 

インクルーシブな遊びの広場 

障害の有無に関わらず遊べるインクルー

シブ遊具や、乳幼児向けの遊具、子どもと

一緒に来た大人もリラックスできるようベン

チ等の休養施設を適正に配置するなど、あ

らゆる人が快適に過ごせるインクルーシブ

な空間を整備します。 

農と自然を体感する広場 

子どもの多様な発想を形にする「子ども

の自由な遊び場の拠点」として、土面を活

かしたオープンスペースを整備します。 

また、木登りやターザン、泥んこ遊びなど

ができる土の広場など、子どもの自然遊び

を推進します。 

再編整備の主な対象施設 


